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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 腫瘍所属リンパ節は抗腫瘍性免疫反応の発現および

維持の場とされているが，腫瘍の増殖に伴ない，その

免疫反応は抑制を受けるといわれている．しかし，わ

れわれが治療の対象とするヒト癌では，所属リンパ節

のこうした免疫動態を詳細に検索した報告は少ない．

 そこで，もっとも治療する機会の多い胃癌を対象に，

所属リンパ節の免疫動態を明らかにし，抗腫瘍性免疫

反応とそれに対する免疫抑制の状態について，細胞性

免疫能の面から検討を加えた．

 対象

 1984年5月より1985年1月までに東京女子医科大学

第二病院外科で手術がなされた胃癌31症例（早期胃癌

11例，進行胃癌20例）を対象とした．また，良性疾患

6症例を対照とした．

 方法

 胃癌所属リンパ節リンパ球をresponder cellとし，

自家末梢血リンパ球をstimulator cellとしたauto－

MLR（autologous mixed lymphocyte reaction），リ

ンパ節リンパ球のPHAリンパ球幼若化反応， Natu－

ral Killer細胞活性（NK細胞活性），モノクローナル

抗体OKシリーズによるTcell subsetsなどを測定し

て胃癌所属リンパ節の免疫動態を検索し，以下の点に

ついて検討した．

 1）胃癌所属リンパ節リンパ球のauto・MLR， PHA

リンパ球幼若化反応，NK細胞活性， T cell subsetsと

胃癌の進行程度との関係

 2）auto－MLRとPHAリンパ球幼若化反応， NK細

胞活性，Tcell subsetsとの関係

 3）auto－MLRの反応機構

 成績および結論

 1）auto－MLRは，進行胃癌の近位リンパ節で遠位

リンパ節や早期胃癌，対照のリンパ節に比較して有意

の充進が認められた．

 2）PHAリンパ球幼若化反応は，進行胃癌の近位，

遠位リンパ節，早期胃癌の近位リンパ節で対照に比較

して低下する傾向が認められた．早期胃癌の遠位リン

パ節は対照と差はなかった．

 3）NK細胞活性は，進行胃癌の近位リンパ節で遠位

リンパ節や対照に比較して有意の低下が認められた．

早期胃癌の近位リンパ節も遠位リンパ節や対照に比較

して低下する傾向が認められた．

 4）Tcell subsetsでは， OKT3陽性細胞， OKT4陽

性細胞，OKT8陽性細胞の比率は，進行胃癌，早期胃癌

とも，近位リンパ節と遠位リンパ節の間に大きな差は

認めなかった．

 5）auto－MLRとPHAリンパ球幼若化反応， NK細

胞活性，Tcell subsetsとの関係では， NK細胞活性と

のみ有意の逆相関が認められた．

 6）進行胃癌近位リンパ節におけるauto－MLRの充

進は，抗HLA－DR抗体の添加により抑制された．

 7）進行胃癌近位リンパ節のauto－MLR反応後にお

けるresponder cellでは， OKT4陽性細胞， OKT8陽性

細胞の比率が反応前に比較してわずかに上昇した．
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 以上のような成績よりみて，胃癌所属リンパ節リン

パ球のauto・MLRは，胃癌所属リンパ節の免疫動態，

とくに，抗腫瘍性免疫反応に対する免疫抑制の状態を

示す1つのパラメーターになりうると思われる．また，

胃癌所属リンパ節リンパ球のauto・MLRで認識され

る自己抗原はHLA－DR抗原であり，反応細胞の主体

はOKT4陽性細胞， OKT8陽性細胞である．

論 文 審 査 の 要 旨

 本研究は，ヒト胃癌の所属リンパ節の抗腫瘍性免疫動態について1各種パラメーターから検索し，

胃癌所属の近位リンパ節では，遠位リンパ節に比して低下していることを認め，一方自己混合リンパ

球幼若化反応から，リンパ節の免疫動態を知り得るか否かについて検索したところ，他のパラメーター

と逆に近位リンパ節で充進しているとの知見を得た．以上ヒト胃癌所属リンパ節の抗腫瘍性免疫動態

に関する知見ならびに考察は学術上価値あるものと認める．
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